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1. はじめに 

歴史的地方都市は，伝統的景観の保全や人口急

減・超高齢化の特徴を備えており，空間的・人

的制約が大きく，災害に対して脆弱である．

我々は，江戸時代からの古い町並みが残ってお

り，国の重要伝統的建造物群保存地区が２地区

選定されている佐賀県鹿島市肥前浜宿をモデル

地区にして，街の個性と日常をベースにした地

域に根差した防災を掲げ，ICTを活用した防災支

援に取り組んでいる[1][2]． 

 本研究では，このモデル地区の地域住民を対

象に，我々が開発を進めている地域ハザードマ

ップ作成支援システムの試作版を用いて，実際

に地域の危険個所の情報を入力する実験を行い，

試作版システムの評価と今後の課題について明

らかにする． 

 

2. ハザードマップ作成支援システムの概要 

本システムは，iOSアプリとして開発されている．

端末を用いて実際に地区を回りながら，危険箇

所になり得る地点の情報（危険の種類，写真，

コメント，位置）を住民が登録していき，地図

上に情報を表示させハザードマップを作成する．

住民参加型にすることにより，住民の防災意識

を高めることができるだけでなく，地域の住民

自身の投稿にすることにより，住民目線の地域

のきめ細かい情報を共有できると考えている． 

 このシステムは，地図画面，位置情報登録画

面，情報登録画面の三つの画面で構成されてい

る（図1～3）． 

地図画面では，利用者の現在地とその周辺の

危険地点を見ることができる(図1(a))．危険地

点を指している吹き出しには，その地点の写真

が入っている．その吹き出しをタップするとそ

の地点の情報を見ることができる(図1(b))． 

情報を登録する際には，「追加」ボタンを押 

  

 

 
(a) 通常画面      (b) バルーンタップ時 

図 1: 地図画面 
 

 
 

図 2: 位置情報登録画面    図 3: 情報登録画面 
 

して位置情報登録画面へ移る．地図上のピンの

位置が登録地点であり，ドラッグすることによ

り補正できる(図2)．そして，情報登録画面で，

危険の種類（４種類），危険度（３レベル），

コメント，その地点の写真を登録する(図3)． 

位置情報とそれぞれの箇所の危険情報を合わ

せて，端末内のSQLite データベースに格納し，

その情報をもとにハザードマップを作成するこ

とができる． 
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3. 試作システムの評価実験 
3.1 実験の概要 
今回の実験は，2015年10月17日（土）の午前に，

地元の方5名と，佐賀大学の関係者5名の計10名

で実施した．協力いただいた地元の方5名は，町

並み保存会の方2名，公民館長，および市役所の

職員2名である．iPad miniを3台用意し，15分程

度，実際に機器を見ながらシステムの機能と操

作方法について説明を行ったあと，担当地区の

分担を決めた．その後，地元の方と佐賀大学関

係者それぞれ1～2名ずつを含む3つのグループに

別れ，40～50分程度担当地区を回り，危険個所

の入力を行った． 

 

3.2 実験結果と考察 

今回の実験により集められた種類別の危険数を

図4に，危険度のレベルごとの割合を図5に示す．

１時間弱の試用で，全部で27箇所46件の情報が

登録された．土地が低い地区では，水害に対す

る情報が多く登録されていた．また，家屋が密

集しているところでは火災や地震に対する情報

が多く，地区の方が，日ごろから感じている危

険個所の情報を短時間で集めることができた．  

 本システムは，情報端末の操作になれていない

年配の方でも利用できるように，画面のタッチ

方式でメニューを選ぶことにより，情報が入力

可能である．危険に関するコメントもあらかじ

め用意されている．加えて，独自のコメントも

ソフトキーボードにより入力可能である．利用

者からの主観評価でも「使いやすい」という声

が聞かれた．実際，１件あたり１分程度で入力

が完了しており，スムーズな入力が行われてい

た． 

一方で，位置を登録するピンが，利用者の移

動に伴って自動追従しないことや，コメントの

キーボード入力では，キーボードにより入力欄

が隠れてしまい，入力確認・訂正がしづらいと

こともわかった．さらに，地図上に，避難所や

消火栓の位置（延焼防止用に住民の方が一人で

使える小型消火栓が整備されている），あるい

は，危険個所として，地区の子どもや観光客が

交通事故に遭う危険性のある地点も入力できる

と良いという意見も聞かれた．また新たな気づ

きとして，住民ならではの詳しい情報が得られ

る可能性がある一方で，狭くて危険と思われる

ところでも，いつも通っていると危険とは思わ

ないなど，そこで生活しているがゆえに気づか

ない危険もあることがわかり，複数視点の必要

性も明らかになった． 

  
 
図 4: 種類別の危険数    図 5:レベルごとの割合 

 
4. まとめと今後の課題 

本研究では，我々が試作した歴史的地方都市に

おける地域ハザードマップ作成支援システムを，

歴史的町並みの残る地方都市で実際に試用しそ

の評価を行った．その結果，１時間弱で27箇所

46件の地区の危険情報を集めることができた．

また，試作システムは想定通りに機能し，初め

て操作する人でもスムーズに入力が行えること

が確認された． 

 今後は，複数の端末で入力された情報を統合

したり，情報を入力する人を区分し，情報に対

する権限を付与することにより，情報の統合や

削除等の整理を可能にして，システムの提供す

る情報を質・量の両面から向上させ，本格的な

運用につなげていく計画である． 
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